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平成 12年 10月３日 

金融審議会第二部会 

 

保険会社における金融商品の時価評価の導入について 

 

 

金融審議会第二部会では、本年６月、保険会社会計に関する論点の整理を行い、金

融審議会第二部会報告書「保険会社のリスク管理について（保険会社会計を巡る論点整

理）」として公表し、幅広く一般の意見を求めたところである。今般、当部会に寄せられた

意見を踏まえ、保険会社への金融商品の時価評価導入の在り方について検討を行った

ところ、以下の結論に達した。 

 

１．１．１．１．    保険会社における金融商品の時価評価導入保険会社における金融商品の時価評価導入保険会社における金融商品の時価評価導入保険会社における金融商品の時価評価導入    

平成 11年 1月に公表された企業会計審議会の「金融商品に係る会計基準の設定に

関する意見書」に従い、金融商品の時価評価が導入されている。金融商品の時価評価

は、金融取引の多様化・高度化等が進む中で、企業の財務の実態をより適切に財務諸

表に反映することにより、企業会計の透明性・信頼性を高めようとするものであり、このこ

とは、保険会社を含む金融機関に対して、より一層強く求められている。保険会社につ

いても金融商品の時価評価を導入することの意義は大きく、時価評価の導入を先送り

するという選択肢を採ることは適当でない。 

 

２．２．２．２．    保険会社の財務の特性保険会社の財務の特性保険会社の財務の特性保険会社の財務の特性    

他方、保険会社のバランスシートをみると、一般の企業にはみられない財務上の特性

があることも事実である。すなわち、保険会社では、負債の大宗を責任準備金が占めて

いる。この責任準備金は、保険会社が保険契約者に対して負う極めて長期にわたる債

務の履行を確実なものとするため、契約時に固定された予定利率に基づいて積み立て

られることとなっている。また、このような負債面の特性に対応して、保険債務の支払能

力の確保や経営の健全性確保の観点から、資産面においても、長期運用、とりわけ長

期の債券を保有する割合が高いという特性がある。 

こうした財務上の特性を持つ保険会社に、一般企業への適用を前提とした金融商品

の時価評価の基準をそのまま適用した場合、負債側の責任準備金等の時価評価が行
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われない一方、資産側の債券は時価評価されることとなる。このため、資産・負債のデ

ュレーション・マッチングが図られ、資産・負債の金利変動リスクが回避されていると考え

られる場合においても、資産と負債の評価方法にずれがある結果、財務諸表上、資本

の額が変動し、保険会社の真の財務状況が適切に反映されないとの問題が生じること

となる。 

 

３．３．３．３．    保険会社の財務の特性を踏まえた会計処理保険会社の財務の特性を踏まえた会計処理保険会社の財務の特性を踏まえた会計処理保険会社の財務の特性を踏まえた会計処理    

従って、保険会社に金融商品の時価評価を導入するに当たっては、上記の問題を解

消するための実務的な対応が必要になる。 

当部会としては、保険会社にも金融商品の時価評価を導入し、その上で、保険会社

の保有する資産のうち、明確なリスク管理方針の下で資産・負債のデュレーション・マッ

チングが図られ、金利変動リスクを回避する効果を有すると認められる債券について、

保険会社の財務の特性を踏まえた会計処理を行うことが適当であると考える。 

 

４．４．４．４．    実務的なルールの策定の要請実務的なルールの策定の要請実務的なルールの策定の要請実務的なルールの策定の要請    

なお、当部会としては、債券のうち、明確なリスク管理方針の下で資産・負債のデュレ

ーション・マッチングが図られ、金利変動リスクを回避する効果を有すると認められるも

のの判定基準及びこれらの債券に係る具体的な会計処理の方法については、会計理

論や会計実務との整合性等を踏まえ、日本公認会計士協会において検討を行い、実

務的なルールが示されることを要請する。 

 

（以上） 

 


